
- 14 - 

 

「スクールカウンセラーだより」               

第１回  私の中の私たち 

小林 一郎 
 

スクールカウンセラーとしての 6年目 

今年度の勤務校は中学校 4校、小学校１校、そ

れに大学のサポートルームで心理カウンセラー

として勤務しています。 

 勤務日数は中学校が年 30日が１校、年 15日が

3校、小学校は年 12日です。勤務日数の差は学校

規模の違いによるものと思われます。大学は年間

40日ほどの勤務です。 

 勤務先の小中学校は沼田市と東吾妻町にあり

ます。生徒・児童数が徐々に減少している地域で

す。以前勤務した小規模な学校では、保育園（子

ども園）、小学校、中学校とずっと同じ顔触れで、

しかも学年 1クラスですから、クラス替えはあり

ません。クラスサイズは 10人前後です。こういう

環境の中で、ひとたび子どもたちの関係に問題が

生じると「逃げ場」がありません。保護者同士も

狭い地域の中で、関係がこじれるのを恐れて遠慮

したり・・・。山間地の小規模校が抱える「息苦

しさ」という問題。考えさせられました。 

学校不適応そして不登校 

 さて、児童・生徒の登校しぶり・不登校は学校

にとって非常に大きな問題です。小学校の 1年生

からすでに登校しぶり・不登校は見られます。中

学年以降でいじめが顕在化し始め、中学校ではよ

り深刻な例も見られるようになります。 

 中学校での 3年間は最終的に高校受験に収れん

していく期間であり、勉強だけでなく部活動での

活動実績もその中に組みこまれていきます。毎日

課される宿題や「自主勉強」などの課題も多く、

塾通いは「普通のこと」とされています。子ども

たちは多忙です。 

 多忙で競争的な学校生活が続く中、そのストレ

スを発散するためなのか、休み時間の「大騒ぎ（喧

噪）」や「いじめ行為（ネット上で行われるものも

含む）」が教師や保護者の目を盗んで行われます。

聴覚過敏やコミュニケーション上の不器用さを

持つ子どもたちには、この環境が耐えがたいと感

じられるでしょう。学校は結構つらい場所でもあ

ります。 

 以前と比べて子どもたちの逸脱的な行動（非行）

は減少したかに見えます。しかし、学校や家庭の

中で子どもたちが受けるストレスは低減しては

おらず、それが学校不適応、自傷行為、ネットゲ

ームへの依存といった形で表れていると思われ

ます。 

「スクールカウンセラーだより」の発行 

 6 年間欠かさず続けてきたのは「スクールカウ

ンセラーだより」の発行です。当初は書き続けら

れるか不安でしたが、今では「たより」を作るの

が習慣であり楽しみでもあります。また、スクー

ルカウンセラーの「実践」として位置づけていま

す。 

 教職員や保護者、時には生徒から好意的な反応

をもらうと励みになります。 

 「たより」の発行は心理的支援の中では一次支

援（予防）にあたります。カウンセリング（面談）

は主に二次支援（早期発見）および三次支援（心

理的苦境の改善）として行われますが、「たより」

が全体に広く投げかける情報提供やメッセージ

は予防効果を意図したものです。 

 「たよりの作成者」の目で物事を観察し、「参照

枠」として自分自身の内面に目を向けます。それ

は自分を発見し、開拓する営みであったと思いま

す。貴重な体験でした。 

 このたび「たより」を誌上で紹介する機会をい

ただき、何回かに分けて掲載していきます。みな

さんからどのような感想をいただけるか、楽しみ

でもあり不安でもあります。 
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